
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

 令 和 ４ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 与 野 高 等 学 校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 
「二兎を追い、獲得する」をモットーとして、学力と創造力及び他者を尊重する心を育み、一人ひ

とりの進路実現を目指す学校 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 幅広い教養と確かな学力の向上を図るとともに、新学習指導要領への対応やＩＣＴ活用に取り

組み、進路実現を支援する。 

２ 自己を律し、他者を尊重する精神と、自らが主体的・能動的に行動する意識を育成する。 

３ 保護者・地域との連携をとおして、開かれた学校づくりを推進する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者  ５ 名 

生徒     ２ 名 

      事務局(教職員)６ 名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

        

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価（  ２月  １日  現在）  実施日 令和５年２月７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

＜現状＞本校生は学習意欲が高
く、基本的生活習慣も身に付
いている。オンライン授業な
ど学校としてのＩＣＴ活用は
一定程度進んだが、生徒自身
が活用する機会は十分ではな
い。 

＜課題＞生徒のＩＣＴを活用し
た学習や探究活動の機会を充
実させる必要がある。 

〇授業充実と
生徒の学力
向上 

①職員研修会の実施 
 
②ＩＣＴ機器を活用した授業の実施 

①職員研修会の実施回数
（年２回以上） 

②生徒・保護者アンケー
トの「授業満足度」で
肯定的回答が 80％以上 

・ＩＣＴ研修会を２回(5/17、12/6)実施 
・全ＨＲ教室にプロジェクターが設置さ

れ、ＩＣＴ機器を活用した授業が増加 
・アンケート結果「授業満足度」は

81%(前年度 79%) 
Ａ 

・令和５年度入学生から１

人１台端末を購入するこ

とを踏まえ、ＩＣＴの授

業での活用を一層進める

必要がある。 

 

○小中学校では、端末の修理が追い付

かないことや教員のスキルで取組に

差が出るなどの課題が出ている。 

○文字を書いたり、紙で活字に触れた

りすることも大事にしてほしい。 

○English Challenge は良い取組。単

に英語外部検定試験を受けさせるだ

けでなく、その意義や英語を使う楽

しさを理解させる取組が大切。 

○English Challenge やスタディサプ

リの活用をもっと学校全体で進めて

ほしい。 

〇生徒が希望
する進路実
現 

①外部機関と連携した進路ガイダン
ス等の実施 

②長期休業中の進学補習の実施 
 
③英語外部検定試験を活用した英語

力の向上 

①②生徒・保護者アンケ
ートの「進路行事への
意欲的な参加」が 70％
以上 

③英語外部検定試験の延
べ受験者数が 800 人以
上 

・大学･短大･専門学校の入試担当者によ
る分野別進路ガイダンスを実施(7/14) 

・埼玉りそな銀行と連携したキャリアセ
ミナーの実施(11/17) 

・夏季休業中に 26講座の補習を実施 
・アンケート結果「進路行事への意欲的

な参加」は 81%(前年度 71%) 
・英語検定への興味・関心を高める行事

「English Challenge」を実施(1/20) 
・英語外部検定試験は約 730 人受験 

Ａ 

・進路への意識が高い生徒
がいる一方で、勉強をほ
とんどしないという生徒
も増えている。進路行
事、英語外部検定試験の
積極的な取組を通し、進
路意識を高めていく。 

２ 

＜現状＞落ち着いた校風の下
で、多くの生徒が生徒会活
動・部活動に取り組んでい
る。一方、与えられたことに
は取り組むが、自ら課題を発
見し行動することは不得意な
傾向がある。 

＜課題＞学校行事の企画立案等
の探究活動等を通じて、自分
の意見を発表する機会の充実
を図っていく必要がある。ま
た、感染症対策を講じながら
行事を実施していく必要があ
る。 

○学校行事・
部活動等を
とおしたコ
ミュニケー
ション力・
協働力、チ
ャレンジ力
の育成 

①生徒主体の学校行事の実施 
 
 
 
②部活動の積極的な取組 

①生徒・保護者アンケー
トの「行事の満足度」
で肯定的な回答が 80％
以上 

②生徒・保護者アンケー
トの「部活動の満足
度」で肯定的な回答が
80％以上 

②部活動加入率 90％以上 

・三年ぶりの実施となった文化祭をはじ
め、感染症対策を講じながら学校行事
を予定どおり実施 

・アンケート結果「行事への意欲的な取
組」は 92%(前年度 89%) 

・感染症対策による制限を受けながらも
前向きに取り組み、科学技術部が全国
高校総合文化祭、フェンシング部、弓
道部が関東大会進出を果たした。 

・アンケート結果「部活動への意欲的な
取組」は 77%(前年度 77%) 

・部活動加入率は 91%(前年度 89%) 

Ａ 

・学校行事や部活動がコロ

ナ前に戻りつつある中

で、生徒同士でコミュニ

ケーションを図る力や、

より高い目標へチャレン

ジする力を伸ばしていく

必要がある。 

 

○感染症対策を講じながら行事が実施

できたのは大変良かった。 

○企画を「やらせてほしい」と先生に

頼むのでなく、エビデンスや論拠を

持って説得する姿勢が大切。 

○部活動を通して子供達が新しいチャ

レンジすることを教職員全体で熱意

をもって指導してほしい。 

○与野高生としてプライドを持って主

体的・積極的に行動できるようにな

ってほしい。 

○卒業生と交流して、数年先のゴール

が見据えられる機会があると良い。 

〇与野高生と
してのプラ
イドの育成 

①マナー指導・ＳＮＳ指導等をとお
して、他者を尊重する精神を育成 

 
②登下校指導、遅刻指導、整容指導

の実施 

①②生徒・保護者アンケ
ートの「入学してよか
った」が 90％以上 

②生徒・保護者アンケー
トの「校内外における
生活マナー」で肯定的
な回答が 90％以上 

・登下校指導を毎日実施し、学校行事や
定期考査期間中は増員して対応 

・学年を中心に継続的に遅刻指導・整容
指導を実施 

・SNS 講演会(4/12)を実施 
・アンケート結果「入学してよかった」

は 89%(前年度 90%) 
・アンケート結果「学校のルールを守っ

て生活している」は 99%(前年度 98%) 
・今年度のいじめ認知件数は０件 

Ｂ 

・大半の生徒は規範意識を
持って学校生活を送れて
いるものの、遅刻・欠席
やルールを逸脱した行動
も目立つようになってお
り、学校全体で継続して
指導していく。 

３ 

＜現状＞地域に根ざした学校と
して本校の教育活動が地域に
理解されており、ＨＰや保護
者宛てメールも数多く更新・
配信している。 

＜課題＞コロナ禍で地域との交
流等が縮小されており、感染
症対策を講じた上で再開に向
けて取り組む必要がある。 

○保護者・地
域等の連携 

①ホームページの更なる充実 
 
②メール配信システムを使用したき

め細かな連絡 
③ＰＴＡと連携した講演会や大学見

学会等の実施 
④生徒募集を重点化させ中学生およ

び保護者へ情報を適切に提供 
⑤地域連携事業等への参加者の増加 

①ホームページの更新回
数が年 120 回以上 

②メール配信回数が年
120 回以上 

③ＰＴＡ主催事業等の参
加者数が年 250 人以上 

④学校見学会への参加者
数が年 2000 人以上 

⑤地域連携事業等の参加
生徒数が年 100 人以上 

・HP270 回以上更新（平均ｱｸｾｽ数 1900 件
/日)、ﾒｰﾙ 230 回以上配信 

・ＰＴＡ進路講演会 200 人超(7/5)、ﾏﾗｿﾝ
大会運営 35 人(11/10)、ＰＴＡ主催講
演会等では各部担当者来校 

・文化祭・学校見学会(約 3000 人来校) 
・学校説明動画約 6200 ｱｸｾｽ 
・１年生による中学校訪問、管理職によ

る塾訪問（150 教室）、中学校ＰＴＡ
訪問の受入・中学校での進路講演会を
実施 

・陸上部による小高連携事業(小学生 90
人、本校生 10 人)、書道部による地域
交流講座（小学生 20 人、生徒 1 人）。
市長とのﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ（3 人）、鈴谷公
民館でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ教室（3人） 

Ａ 

・ＩＣＴを活用した情報発
信を継続する。 

・ＰＴＡ活動に参加しやす
い環境を検討する。 

・徐々にコロナによる制限
が緩和される中で、より
多くの生徒が地域と交流
できる機会を設ける。 

 

○コロナ禍以前の小高連携事業はとて

も成果が出ていた。令和５年度は時

期や方法を工夫して復活していける

と良い。 

○ＰＴＡや後援会でも生徒の取組を応

援していきたい。 



（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 
 


